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【信州最前線】
環境保全研究所

【地域の輝く活動】
みんなで守り、育てる里山（西山里山の会）

【挑戦する信州人】
プロサーファー　北沢麗奈さん

連載

アルクマピンバッジ
（くまモンver.）特集

県歌「信濃の国」制定50周年
新しい総合５か年計画がスタート

10年後、20年後
しあわせ信州！
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集

祖父／ごへい

兄／そばいち
（高校生）

祖母／ぼたん

母／ももこ

父／こいすけ

妹／りんご
（中学生） ながのさん家

その他にも

社会環境の未来予想

学
び
と
自
治
の
力
で

拓
く
新
時
代

10
年
後
、20
年
後
　
し
あ
わ
せ
信
州
！

も

今年度からスタートした新たな県 の総合５か年計画
「しあわせ信州創造プラン2.0～学 びと自治の力で拓く新時代～」を
知っていますか？　県の指針を示し た計画…というと
少し難しく感じるかもしれません。
でも、プランの主役はみなさん一 人ひとり。
まずはプランが示す未来の姿を見 てみましょう。

農産物直売所

エシカル消費に目覚めたおじいちゃん

生産者の顔が見えて安心だからと、地
元産の野菜が大人気なんじゃ。わしも
自分で育てた野菜を近所の直売所で
売っているよ。地消地産だって？ その通り。遠くか
ら運ぶ必要もなく省エネだしね。もちろん買うとき
も社会に貢献できる商品を選ぶようにしているよ。

※エシカル消費：人や
社会、環境に配慮し
たモノやサービスを
選んで消費すること

生涯を通じた“学び”で人生を楽しむおばあちゃん

料理好きな私は、自宅にいながらタ
ブレットで県立大の栄養学の公開講座
を受講中。地域のグループで地元野菜
を使った商品も作ったの。農家さんと一緒に、
遊休農地で原料の野菜の栽培も始めたのよ。

放課後は地域の人と交流するりんごちゃん

学校帰り、信州こどもカフェに行ってき
たんだ。大学生のお姉さんに宿題を教
えてもらったり、悩みごとを聞いてもら
えて、今日も楽しかったよ。今度は友達も誘っ
てみよう。

起業を目指して勉強中のお兄ちゃん

授業の一環でビジネスアイデアを発
表するベンチャーコンテストに参加し
たんだ。 将来は、長野県にはない分
野の会社を起業したい！ 長野県は日本一創業し
やすい県なんだよ。

長年の夢だったカフェを始めたお母さん

空き家をリノベーションして、念願の
カフェを始めました。今ではご近所さ
んがたくさん集まる人気店なんです。
娘が小さい頃から、ご近所のお年寄りが保育園
の送迎をしてくれるなど、地域の応援のおかげで、
出産・子育てと自分の夢を両立できました。大学

県内高等教育機関を中心に企業や市町
村、県が手を組んで、次世代産業を生
み出すプロジェクトが動き出している。

大学を核とした地域づくり

情報通信システムやロボットなどの最
先端技術の導入が進み、農林業がス
マートで稼げる産業として若者の注目
を集めている。

農林業と最先端技術の融合

2027年の国体開催などを契機に、県
内に高度なスポーツ環境が整い、未来
のオリンピアン・パラリンピアンが育っ
ている。また、県民はいろいろな競技
を気軽に楽しめるようになっている。

スポーツ振興

最先端の通信技術が医療・介護現場で
積極的に活用され、遠隔診療や患者情
報の共有により、どこにいても質の高
い医療サービスが受けられるように
なっている。

医療・介護の充実

リニア中央新幹線が開業し、名古屋や
大阪が通勤圏内に。ヒトやモノが以前
よりもたくさん行き来して、地域や経
済が活性化している。

リニアがもたらす好循環

自動運転車の広がりや、ドローンによ
る宅配サービスなどにより、中山間地
域での暮らしが便利な上に、新しい生
き方・暮らし方を実現できると注目さ
れている。

中山間地域の暮らしこそ最先端

P
TAXI

地域交通が充実して生活が便利に！

運転免許を返納したので、移動は主に公共
交通を利用しているよ。情報通信技術が進
歩して、自動運転の乗り合いタクシーがど
こを走っているかすぐに分かるし、予約も
カンタン！ 便利になったもんじゃ。空いた
駐車場はシェアリングサービスに登録して、
利用者との交流を楽しんでいるよ。

「つながり人口」が増えて交流が広がっているよ！

東京に住んでいる会社の後輩はお酒が好きで、酒蔵や
ワイナリー巡りを楽しんでいるうちに長野県の大
ファンになったよ。月に一度はこっちに遊びに来てい
るから、今度は地元の祭りで一緒にお神

み こ し

輿を担ぐんだ。

　 2030年の
「ながのさん家」のしあわせ信州

未来
予想

テレワークでいきいきと仕事をするお父さん

東京の勤務先に行くのは週に1日。
その他の日は自宅や近所のコワーキ
ングスペース※で仕事をしながら、お母
さんの手伝いや娘の送迎もしているよ。人工知
能のおかげで、単純な作業は機械がしてくれる
から、仕事のアイデアを練る時間が生まれたね。

※コワーキングスペース：
共有・交流型オフィス
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健康寿命

健康長寿日本一を維持！7
全国1位

［男性79.80年 女性84.32年］
（2013年）

全国1位!!

2025年に合計特殊出生率を
県民希望出生率（1.84）に！5

合計特殊出生率※

※合計特殊出生率：一人の女性が一生の間に産む子どもの数

1.59
（2016年）［全国12位］

1.76
（2022年）

就業率

さまざまな人の労働参加を
全国トップに !6
60.7％

（2016年）［全国第5位］
61.5％
（2022年）

再生可能エネルギー自給率

再生可能エネルギー自給率
100％地域をめざし自給率向上！8
8.0％

（2015年度）
12.9％
（2020年度）

安
心
で
希
望
あ
ふ
れ
る
社
会
を
つ
く
る

労働生産性

付加価値を高め経済成長を実現！1
7,314千円/人

（2014年度）
8,065千円/人

（2020年度）

社会増減（転入者と転出者の差）

人口の社会増を実現 !!3
▲739人
（2017年）

社会増
（2022年）

観光消費額

インバウンド需要を取り込み、
観光消費額を増加 !4
7,320億円

（2016年）
8,100億円

（2022年）

県民の豊かさ、
全国トップレベルを維持！

県民一人当たり家計可処分所得
2
2,409千円
（2014年度）

2,785千円
（2020年度）

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
社
会
を
つ
く
る

し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
2.0
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

技
術
革
新
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、急
激
な
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
な
ど
、

私
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、県
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、人
生
を
楽
し
み
、し
あ
わ
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
長
野
県
を

実
現
す
る
た
め
に
、県
と
し
て
の“
め
ざ
す
姿
”や
、そ
れ
を“
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
”

を
示
し
た
も
の
が「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
2.0
」で
す
。

基本目標 確かな暮らしが営まれる美しい信州
〜学びと自治の力で拓く新時代〜

「確かな暮らし」
明日への希望をもって日々の生活
を送ることができ、万一の場合に
はあたたかな支援を受けることが
できるという安心があること

「美しい」
●先人によって守り育てられてきた豊かな自然や

農山村の原風景・町並みの美しさ
●地域に息づく郷土への誇りや絆を大切にする心
●子どもから大人まで未来に向かってひた向きに

努力している姿

FAQ

県
の
人
口
は
２
０
０
０
年
の
２
２
２
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
り
は
じ
め
、こ
の
ま
ま
で
は

２
０
６
０
年
に
は
１
３
０
万
人
ほ
ど
に
な
っ
て
し

ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。人
口
の
減
少
は
、地

域
社
会
や
産
業
の
担
い
手
不
足
や
、消
費
の
縮

小
な
ど
、地
域
活
力
の
後
退
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
2.0
」に
も
人
口
減

少
へ
の
歯
止
め
と
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
策

を
盛
り
込
み
、着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

少
子
化
で
人
口
が
減
っ
て
い
る
っ
て

聞
い
た
け
ど
、人
口
が
減
少
す
る
と

何
が
困
る
の
？

A4 Q4

こ
れ
ま
で
の
総
合
５
か
年
計
画「
し
あ
わ
せ
信
州

創
造
プ
ラ
ン
」で
は“
明
日
へ
の
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
社
会
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
”を

築
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
、「
確
か
な
暮
ら

し
が
営
ま
れ
る
美
し
い
信
州
」を
基
本
目
標
に

掲
げ
て
き
ま
し
た
。「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ

ン
2.0
」で
は
、こ
の
基
本
目
標
に
向
け
、「
学
び
と

自
治
の
力
」を
推
進
エ
ン
ジ
ン
に
さ
ら
に
取
り
組

み
を
加
速
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
か
ら

「
2.0
」と
名
付
け
ま
し
た
。

「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
2.0
」の

「
2.0
」っ
て
何
？

A1 Q1
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
学
び
と
自
治
の

力
」を
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
政
策
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
で
す
。ま
た
、中・長
期
的
視
点
で
取

り
組
む「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
掲
げ
た

ほ
か
、地
域
の
特
色
を
生
か
し
た「
地
域
計
画
」

を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。さ
ら
に
は
世
界
的
な
取

り
組
み
で
あ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
エ
ス・デ
ィ
ー・ジ
ー

ズ
）※
」の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て！

A2 Q2
例
え
ば「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
生
み
出
し
続
け
る
県

で
あ
り
た
い
」や
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
新
た

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る
社
会
を
つ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
っ
て

何
で
す
か
？

A3 Q3

※
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は
、「
貧
困
の
根
絶
」や「
温
暖
化
対
策
」な
ど
、経
済
・
社
会
・
環
境
の
課
題
を
解
決
し
、

　

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
国
連
が
定
め
た
目
標
で
、「
世
界
共
通
の
モ
ノ
サ
シ
」と
言
え
ま
す
。

▶
総
合
政
策
課　
大
日
方
敦
哉

り
た
い
」な
ど
、２
０
３
０
年
の
長
野
県
の
あ
る
べ

き
姿
や
将
来
像
を
想
定
し
、そ
の
実
現
に
向
け
中

長
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

めざす姿を実現するための8つの重点目標

基本目標を達成するための“６つのめざす姿”

担
当
者
が

ギ
モ
ン
に
答
え
ま
す

「学びと自治の力」
それぞれが主体的に学び、みんなで力を
合わせて地域の課題解決に取り組む力

「学びの風土」と「自主自立の県民性」を未来に生かそうってことだね!
ポイント

いのちを守り
育む県づくり

健康と豊かな自然環境を守り
育み、安心できる暮らしを次世
代に継承する県をめざします。

誰にでも居場所
と出番がある

県づくり
誰もが等しく社会から認められ、
自らの可能性に挑戦し、自分ら
しく生きている県をめざします。

安心で希望あふれる
社会をつくる

産業の生産性が
高い県づくり

時代の変化に柔軟に対応する
産業が持続的に発展し、地域
の活力を生む県をめざします。

人をひきつける
快適な県づくり

自然・文化と利便性をあわせ
もつ質の高い生活を送り、国
内外と交流しながら人生を楽
しめる県をめざします。

クリエイティブな
社会をつくる

「学びと自治の力」で推進

学びの
県づくり
子どもから大人
まですべての県
民が主体的に学
び、それぞれの
能力を社会の中
で発揮する県を
めざします。

自治の力
みなぎる
県づくり
協働しながら地
域の課題解決に
取り組み、県全
体の魅力を高め
ている県をめざ
します。

●
総
合
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　

県
庁
総
合
政
策
課

　

☎
０
２
６-

２
３
５-

７
０
１
４

◦
重
点
目
標
や
関
連
指
標
の

　

進
捗
デ
ー
タ
は
こ
ち
ら

↓

　
「
統
計
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
が
の
」

◦
計
画
の
詳
細
ペ
ー
ジ

　
（
概
要
版
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）は

こ
ち
ら

↓

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
計
画
の

「
概
要
版
」を
作
成
し
ま
し
た
。各

地
域
振
興
局
お
よ
び
県
庁
総
合
政

策
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
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学
び
と
自
治
の
力
で
拓
く
新
時
代

10
年
後
、20
年
後
　
し
あ
わ
せ
信
州
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施設公開は安茂里庁舎と飯綱庁舎で同日開催。クラフト体
験、森の散策など親子で参加できます。

し
、
皆
さ
ん
の
食
の
安
全
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

県
土
の
約
８
割
を
森
林
が
占

め
る
信
州
は
、
非
常
に
豊
か
な

環
境
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

そ
の
保
全
の
た
め
、
自
然
環
境

部
門
で
は
生
物
多
様
性
に
関
す

る
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

生
物
多
様
性
と
は
、「
生
き

物
た
ち
の
豊
か
な
個
性
と
つ
な
が

り
」
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

花
は
ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
を
求
め
て
飛

び
交
う
こ
と
で
受
粉
す
る
よ
う
に
、

生
き
物
は
す
べて
他
の
生
き
物
と

繋
が
り
あ
っ
て
命
を
つ
な
い
で
い

ま
す
。

生
物
多
様
性
に
は
信
州
の「
里

山
」
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
分
か
り
、
こ
れ
ま
で
主

地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
研
究
所
を
目
指
し
て

信
州

最
前
線

健
康
と
よ
り
よ
い
環
境
の
た
め
に

環
境
保
全
研
究
所

環
境
保
全
研
究
所

所
長
　
波は

羅ら 

雅ま
さ

文ふ
み

わ
た
し
た
ち
環
境
保
全
研
究
所
の
役

割
は
、
ひ
と
つ
に
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
安
心
安
全
を
守
る
こ
と
。
ふ
た
つ
に
、

環
境
や
保
健
衛
生
に
関
わ
る
科
学
の
話

題
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
で
す
。

環
境
や
衛
生
の
課
題
を
考
え
る
と
き

に
は
、
問
題
と
な
る
物
質
の
濃
度
や
病

気
の
原
因
を
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
行
政

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
根
拠
と
す

る
た
め
、
わ
た
し
た
ち
の
調
査
・
研
究

は
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
研
究
所
は
、
長
野
市
安
茂
里
の
裾
花
川
沿
い
に
あ
る
安
茂
里
庁
舎
と
、

飯
綱
山
の
麓
、
カ
ラ
マ
ツ
林
に
囲
ま
れ
た
飯
綱
庁
舎
で
、

保
健
衛
生
・
生
活
環
境
・
自
然
環
境
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」
 ©長野県アルクマ

科
学
的
デ
ー
タ
で 

安
心
・
安
全
を
守
る

冬
の
間
に
猛
威
を
ふ
る
う
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
や
食
中

毒
。
こ
れ
ら
の
被
害
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
保
健
衛
生
部
門
で
は
、

原
因
を
特
定
す
る
た
め
の
調
査

を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
感
染
症
や
食
中

毒
の
原
因
と
な
る
微
生
物
は
目

に
見
え
ま
せ
ん
。
微
生
物
の
種

類
に
よって
色
が
変
わ
る
試
薬
を

何
種
類
も
使
っ
た
り
、
特
殊
な

装
置
で
微
生
物
の
遺
伝
子
を
増

や
し
た
り
、「
見
え
な
い
も
の
を

見
え
る
よ
う
に
」
す
る
こ
と
で
原

因
を
究
明
し
ま
す
。

生
活
環
境
部
門
は
、水
、空
気
、

廃
棄
物
等
の
調
査
・
研
究
を
担

い
ま
す
。

例
え
ば
、
福
島
第一原
子
力

発
電
所
の
事
故
等
で
関
心
が
高

ま
っ
た
放
射
能
に
つ
い
て
、
24
時

間
体
制
で
空
気
中
の
空
間
放
射

線
量
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
県
内
に
流
通
し
て
い
る
食

品
、
採
取
し
た
山
菜
や
野
生
の

キ
ノ
コ
、
捕
獲
し
た
野
生
の
シ
カ

肉
等
に
ど
の
く
ら
い
の
放
射
性

物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
か
検
査

に
“
自
然
の
保
護
”
に
用
い
ら
れ

て
き
た
研
究
成
果
を
、“
里
山
の

利
用
や
復
活
”
等
に
も
活
用
す

る
よ
う
に
なって
き
て
い
ま
す
。

“
知
り
た
い
”に
応
え
る
た
め
に

環
境
や
保
健
衛
生
に
関
心
を

持
ち
、
科
学
が
ぐっ
と
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

学
生
や
大
人
の
方
に
お
す
す

め
し
た
い
の
が
、「
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フェ
」。
学
校
帰
り
や
仕
事
帰
り

に
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
カ
フェで

お
し
ゃべ
り
す
る
よ
う
に
科
学
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。
開
催
者

と
参
加
者
と
の
対
話
を
重
視
し

微生物の遺伝子を検出中。安全のため防護服は必ず着用。
この実験台は微生物が外部に漏れないつくりになっています。

て
い
る
の
で
、
同
じ
テ
ー
マ
で
開

催
し
て
も
、
参
加
者
の
質
問
や

投
げ
か
け
に
よ
って
毎
回
違
っ
た

内
容
で
展
開
し
ま
す
。

野
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
な

ら
、「
自
然
ふ
れ
あ
い
講
座
」
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
観
察
や
調
査

を
し
な
が
ら
自
然
の
仕
組
み
を

学
び
ま
す
。
セ
ミ
の
抜
け
殻
を

探
す
回
は
いつ
も
人
気
で
、
子
ど

も
も
大
人
も
夢
中
に
な
れ
ま
す
。

夏
休
み
に
は
、
親
子
で
参
加

で
き
る
施
設
公
開
を
実
施
。
簡

単
な
科
学
実
験
が
で
き
る
ほ
か
、

森
の
中
を
散
策
で
き
ま
す
。
参

加
者
か
ら
は「
学
校
で
もっと
もっ

と
環
境
に
つ
い
て
学
び
た
く
な
っ

た
」「
蚊
取
り
線
香
や
食
品
添

加
物
の
講
座
を
通
し
て
、
身
近

な
も
の
が
ど
う
や
って
作
ら
れ
る

の
か
興
味
を
持
つ
よ
い
き
っ
か
け

と
なっ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
地
形
は
日
本
に
信
州
だ
け
。

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
環
境
は
、
実
は

特
有
の
気
候
で
あ
り
、
生
息
す
る
動
植
物

も
多
種
多
様
。
興
味
が
沸
い
て
き
た
ら
、

わ
た
し
た
ち
が
開
催
す
る
講
座
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
こ
の
信
州
で
、
安
全
、
安
心
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

◇
安
茂
里
庁
舎

　

〒
３
８
０-

０
９
４
４

　

長
野
市
安
茂
里
米
村
１
９
７
８

　

☎
０
２
６-

２
２
７-

０
３
５
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６-

２
２
４-

３
４
１
５

◇
飯
綱
庁
舎

　

〒
３
８
１-

０
０
７
５

　

長
野
市
北
郷
２
０
５
４-

１
２
０

　

☎
０
２
６-

２
３
９-

１
０
３
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６-

２
３
９-

２
９
２
９

「体験・交流・学習イベント」
はこちらから　➡

施設公開・親子環境講座

https://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/
happyou/180508press.html

自
由
研
究に

生かせるかも!?

夏休み
中の

イベント
を

ご紹介

エコクイズ
飯
綱
庁
舎
周
辺
に
は

い
ろ
ん
な
動
物
た
ち
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、あ
る
動
物
の
足
跡

な
ん
で
し
ょ
う
？

➡

❶❷

キツネ：前足の跡に後
ろ足の跡を重ねなが
ら、一直線上に足跡
を残します。
ウサギ：後ろ足が前足
を追い越して進むの
で、縦に２つ並ぶの
が小さな前足跡。そ
の先に、大きな後ろ
足跡が横に並びます。

答え　❶ キツネ
　　　❷ ウサギ

サイエンスカフェの様子。飲み物片手にふらっと参加できます。

自然ふれあい講座。セミの抜け殻がたくさん。

広報誌「ながのけん」の広告掲載に関する問い合わせは、販売代理店の株式会社ホープ（☎092-716-1401）まで。　※広告内容は県が推奨するものではありません。7 6



水をほとんど使わずに古紙を再生する乾式オフィス製
紙機「ペーパーラボ」が県庁で稼働をスタート。庁
内で紙を循環させることにより、環境負荷の軽減を図
ります。また、県庁見学では、実際に紙が再生され
る様子を紹介し、資源リサイクルなど環境問題を考え
るきっかけとしても活用します。

乾式オフィス製紙機「ペーパーラボ」
県庁で稼働スタート

平成28年の熊本地震発生後、県は救急物資の搬送
や職員派遣などを実施。こうした支援に対する感謝と、
復興に向けたメッセージを伝えるためにくまモンが県
庁を訪れました。くまモンは知事とアルクマの歓迎を
受けたほか、熊本県へ派遣された職員との再会を喜
びました。

くまもとから感謝を
くまモンが県庁を訪問

県短期大学を４年制化して開学した、長野県立大学
の初めての入学式が４月８日に執り行われました。
金
き ん だ い ち

田一真
ま す み

澄学長は、記念すべき１期生247人一人ひ
とりと握手を交わして激励。「グローバルな視野をも
ち地域に貢献できるリーダー」の輩出を目指す新た
な挑戦のスタートです！

長野県立大学
いよいよ開学！

信州の魅力をまるごとシェアする「銀座NAGANO～
しあわせ信州シェアスペース～」。平成26年のオープ
ンから４年目を迎え、４月22日に来場者が300万人
を突破！ 到達セレモニーには長野県永久観光大使の
峰竜太さんもかけつけ、300万人目のお客さまをお
祝いしました。

銀座NAGANO
来場者300万人突破！

長野県の提案により「日本創生のための将来世代応
援知事同盟」が定めた、11月19日「いい育児の日」
が、（一社）日本記念日協会の記念日に登録されまし
た。趣旨に賛同する企業等が各地でさまざまなイベン
トを開催。「いい育児の日」をきっかけに子育ての楽
しさや家族の大切さをこれからも発信していきます！

11月19日「いい育児の日」
記念日に登録

静岡県静岡市～長野県小諸市（約132㎞）の整備が
進められている中部横断自動車道。新たに［八千穂
高原IC～佐久南IC間］（約14.6㎞）が４月28日に開
通しました。企業立地や周遊観光の促進など、沿線
地域の産業経済の振興が大いに期待されています。

中部横断自動車道
八千穂高原IC ～佐久南IC 開通

長野県のトピックスを写真と共に振り返ります

平昌オリンピック・パラリンピック冬季競技大会で
県関係選手が活躍

平昌オリンピック・パラリンピック冬季競技大会に出場された県関係選手に対する表彰式を行いました。
皆さま、おめでとうございます！ 　（写真はメダリスト４名　左から）
髙
た か ぎ

木 菜
な

那
な

 選手 ｜ 県民栄誉賞　スピードスケート（女子団体追い抜き）金、（女子マススタート）金
小
こだいら

平 奈
な

緒
お

 選手 ｜ 県民栄誉賞　スピードスケート（女子500ｍ）金、（女子1,000ｍ）銀
菊
き く ち

池 彩
あ や か

花 選手 ｜ 県民栄誉賞　スピードスケート（女子団体追い抜き）金
渡
わ た べ

部 暁
あ き と

斗 選手 ｜ スポーツ特別栄誉賞　スキー・ノルディック複合（ノーマルヒル個人）銀
出場選手　　　｜ スポーツ栄誉賞　（オリンピック23名、パラリンピック12名）
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上野
群馬県

武蔵
埼玉県

甲斐
山梨県

駿河
静岡県

遠江
静岡県

三河
愛知県

美濃
岐阜県

飛騨
岐阜県

越中
富山県

越後
新潟県

１ 佐久盆地

１ 伊那盆地

１ 松本盆地

2  浅間山

4  姨捨山

6  碓氷峠

数字は歌詞の順番

4  久米路橋

4  筑摩の湯

5  仁
に し な ご ろ う の ぶ も り

科五郎信盛

2  千曲川

2  御嶽山

2  木曽川

2  乗鞍岳

5  木
き そ よ し な か

曽義仲

2  駒ヶ岳

5  太
だざいしゅんだい

宰春台

4  木曽のかけはし
4  寝覚の床

4  園原

３ 木曽谷

３ 諏訪湖

2  犀川

１ 長野盆地（善光寺平）
5  佐

さ く ま ぞ う ざ ん

久間象山

2  天竜川

 
県
歌「
信
濃
の
国
」

制
定
50
周
年

県
歌「
信
濃
の
国
」　

年
表

♪
し
な
の
〜
の 

く
に
は
♪　

こ
の
フ
レ
ー
ズ
、
長
野
県
民
な
ら
誰
も
が
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
誕
生
か
ら
120
年
近
く
も
県
民
の
心
を
捉
え
続
け
る
歌

「
信
濃
の
国
」。
今
年
、
県
歌
と
な
っ
て
50
周
年
を
迎
え
た
、
そ
の
魅
力
と
は
？

長野県庁構内歌碑

松本平広域公園歌碑

ぐ
る
り
ま
る
ご
と
信
濃

歌
詞
の
意
味
を
追
っ
て
み
る
と
…

1899 
（明治32)

作
詞　

浅あ
さ

井い 

洌き
よ
し

1900
（明治33)

作
曲　

北き
た

村む
ら 

季す
え

晴は
る

1968
（昭和43)

県
歌
に
制
定（
5
月
20
日
）

2015
（平成27)

県
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

2018
（平成30)

県
歌
制
定
50
周
年
記
念

1976
（昭和51)

歌
碑
の
建
立

（
県
庁
構
内
、松
本
平
広
域
公
園
）

2010
（平成22)

冊
子『
県
歌「
信
濃
の
国
」の

誕
生
』発
行

1948
（昭和23)

北
信
と
南
信
の
対
立
に
よ
り

県
議
会
で
分
県
が

議
論
さ
れ
る
も
不
成
立

唱
歌「
信
濃
の
国
」誕
生

師
範
学
校
の
卒
業
生
が

県
内
の
学
校
で

生
徒
に
教
え

各
地
に
広
が
る

松
本
生
ま
れ
。長
野
県
師
範
学
校
教
諭
。国
語
、

歴
史
、書
道
な
ど
を
教
え
る

写真提供
公益社団法人信濃教育会

東
京
生
ま
れ
。長
野
県
師
範
学
校
教
諭
。音
楽

を
教
え
る

写真提供
公益社団法人信濃教育会

初
披
露

師
範
学
校
の
運
動
会
で
女
子
部
生
徒
の
遊
戯（
ダ

ン
ス
）に
使
わ
れ
る

信
濃
は
ひ
と
つ

分
県
の
議
決
を
前
に
、傍
聴
席
と
議
事
堂
の
周
囲

か
ら
一
斉
に「
信
濃
の
国
」の
大
合
唱
が
始
ま
り
、

信
濃
は
ひ
と
つ
に
！

県
民
み
ん
な
で
建
て
て
こ
そ

大
口
の
寄
附
は
辞
退
し
、１
戸
10
円・小
中
高
生

１
人
１
円
の
募
金
活
動
を
展
開
。こ
れ
が
一
大
県

民
運
動
と
な
り
、事
業
予
算
を
上
回
る
約
753
万

円
が
集
ま
っ
た

制
定
を
後
押
し
し
た

自
然
発
生
の
大
合
唱

制
定
前
の
２
月
、白
馬
村
で
開
催
さ
れ
た
ス
キ
ー

国
体
開
会
式
で「
信
濃
の
国
」が
演
奏
さ
れ
る
や
、

観
客
席
の
県
民
３
千
人
が
大
合
唱

1
番
が
歌
え
る
人
は
な
ん
と
８
割
！

６
番
ま
で
す
べ
て
歌
え
る
人
は
約
２
割
、１
番
だ

け
歌
え
る
人
は
約
６
割
で
、合
計
８
割
の
人
が
１

番
を
歌
え
る
と
回
答

こ
れ
1
冊
に「
信
濃
の
国
」の

す
べ
て
が
！ 

「
信
濃
の
国
」を
理
解
す
る

手
が
か
り
と
な
る
資
料

と
し
て
、太
田
今
朝
秋

氏
（
※
）
が
制
作
し
、県
内

公
立
図
書
館
等
へ
寄
贈
。

そ
の
後
、県
が
増
刷
し
、

市
町
村
等
へ
配
布

※「
下
記
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」参
照

大
募
集
！ 

豪
華
景
品
も
当
た
る

♪「
信
濃
の
国
」を
歌
っ
て
み
た
、

踊
っ
て
み
た
動
画・
撮
っ
て
み
た

写
真・エ
ピ
ソ
ー
ド
を
大
募
集
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

「
今
の
曲
よ
り
前
に
、幻
の
初
代

の
曲
が
あ
っ
た
」、「
県
民
歌
と

県
歌
、両
方
あ
る
！？
」な
ど
の
情

報
が
満
載

信
濃
の
国
は
十
の
国

と
接
す
る
。そ
び
え

る
山
は
と
て
も
高
く
、川
は

と
て
も
遠
く
ま
で
流
れ
る
。

松
本
、伊
那
、佐
久
、善
光
寺

の
四
つ
の
盆
地
は
よ
く
肥
え

た
土
地
で
、海
は
な
い
が
物

産
が
豊
か
で
不
足
す
る
こ
と

は
何
も
な
い

１

周
囲
に
そ
び
え
る
山
々
は
、

御
嶽
山
、乗
鞍
岳
、駒
ヶ
岳

な
ど
。特
に
浅
間
山
は
活
動
中
の

火
山
で
、い
ず
れ
も
長
野
県
が
安

定
す
る
よ
う
に
お
さ
え
て
い
る
。

と
う
と
う
と
流
れ
る
川
は
、北
に

犀
川
と
千
曲
川
、南
に
木
曽
川
と

天
竜
川
が
あ
り
、い
ず
れ
も
長
野

県
の
発
展
の
基
礎
を
固
め
て
い
る

２

木
曽
谷
に
は
ヒ
ノ
キ
が
生

い
茂
り
、諏
訪
湖
に
は
魚

が
多
い
。県
民
の
産
業
も
豊
か
に

発
展
し
、県
内
ど
こ
で
も
穀
物
な

ど
農
産
物
が
豊
か
に
実
る
。そ
れ

ば
か
り
か
、養
蚕
技
術
が
広
が
り
、

各
々
の
養
蚕
農
家
は
小
規
模
な
が

ら
も
大
事
な
仕
事
を
し
て
、長
野

県
の
命
運
を
支
え
て
い
る

３

園
原
や
旅
の
宿
で
有
名
な
寝
覚

の
床
を
訪
れ
て
み
た
い
。木
曽

の
か
け
は
し
を
か
け
た
時
代
を
心
に
と

め
な
が
ら
、久
米
路
橋
を
渡
り
た
い
。訪

れ
る
人
の
多
い
筑
摩
の
湯
や
、月
見
で

有
名
な
姨
捨
山
は
い
ず
れ
も
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
名
所
で
、風
流
な
歌
人
や
詩

人
が
、昔
か
ら
詩
歌
に
詠
ん
で
現
代
ま

で
伝
え
ら
れ
て
い
る

4

旭
将
軍
と
呼
ば
れ
た
木
曽
義
仲

も
、仁
科
五
郎
信
盛
も
、太
宰
春

台
も
、佐
久
間
象
山
も
、み
ん
な
長
野
県

ゆ
か
り
の
人
で
、学
問
や
武
芸
に
と
て

も
優
れ
て
い
た
。そ
の
名
誉
は
山
の
よ

う
に
高
く
、世
の
中
の
人
が
見
上
げ
、そ

の
名
声
は
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、永
遠

に
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

5

日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
は
長
野
県
に
入
る
と
き
碓
氷
峠

（
軽
井
沢・横
川
間
）で
、亡
き
妻
を
思
い
出
し

嘆
い
た
。碓
氷
峠
に
26
の
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
、汽
車

で
山
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
夢
の
よ
う
だ
。汽

車
が一つ
の
線
路
を
ひ
た
す
ら
走
る
よ
う
に一生
懸
命

に
学
べ
ば
、昔
の
人
よ
り
劣
る
は
ず
は
な
い
。な
ぜ
な

ら
昔
か
ら
、美
し
い
山
や
川
な
ど
の
自
然
に
囲
ま
れ
た

長
野
県
で
は
、素
晴
ら
し
い
人
物
が
育
っ
て
い
る
か
ら

６

 

最
も
心
に
残
る
思
い
出
は
？

何
と
言
っ
て
も
昭
和
43
年
、
県
歌

制
定
の
時
で
す
。
県
章
等
選
定
委

員
会
で
審
議
さ
れ
る
際
、
担
当

だ
っ
た
私
は
、「
信
濃
の
国
」
こ
そ

県
歌
と
し
て
必
ず
認
め
て
い
た
だ

け
る
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
も
し
否
決
さ
れ
た
ら
県
職

員
を
辞
す
る
と
の
覚
悟
で
臨
ん
だ

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

 

多
く
の
県
民
に
親
し
ま
れ
て

　 

い
る
の
は
な
ぜ
？

耳
に
残
る
メ
ロ
デ
ィ
の
た
め
で

し
ょ
う
。
歌
詞
も
七
五
調
に
整
い

歌
い
や
す
く
て
素
晴
ら
し
い
の
で

す
が
、
最
初
に
付
け
ら
れ
た
曲
で

は
あ
ま
り
広
が
ら
な
か
っ
た
。
２

代
目
で
あ
る
現
在
の
曲
に
よ
っ
て

世
代
を
越
え
て
歌
い
継
が
れ
て
き

た
事
実
は
、「
信
濃
の
国
」
の
命

が
メ
ロ
デ
ィ
に
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 

こ
の
歌
の
今
後
に
つ
い
て
は
？

県
歌
と
し
て
正
式
な
も
の
は
き
ち

ん
と
伝
承
し
つ
つ
も
、
多
く
の

方
々
が
思
い
思
い
に
、
そ
の
時
代

に
合
っ
た
形
で
、
こ
の
歌
に
親
し

ん
で
く
れ
れ
ば
。
振
り
付
け
し
た

り
ダ
ン
ス
調
な
ど
に
す
る
の
も
大

い
に
結
構
で
す
し
、
末
永
く
広
が

り
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

親
か
ら
子
へ
、そ
し
て
孫
へ
、愛
さ
れ
続
け
る
心
の
歌

ミ
ス
タ
ー「
信
濃
の
国
」

太お

お

田た 

今け

朝さ

秋あ

き

氏（
95
歳
）

昭
和
43
年
に
県
の
広
報
県
民
室
長
と
し
て
県
歌
制
定
に
尽
力
。

「
信
濃
の
国
」と
私
は
運
命
共
同
体
と
語
る
伝
道
師
。ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
今
な
お「
信
濃
の
国
」を
研
究
し
て
い
る

信州大学教育学部附属長野小学
校の校歌は「信濃の国」。音楽の
授業で習う１年生のみなさん

表
紙
の
写
真
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式
種
目
に
な
り
、
よ
り
多
く
の

人
に
注
目
さ
れ
る
機
会
が
で
き

た
こ
と
は
う
れ
し
い
と
口
に
し
ま

す
。
若
い
選
手
が
次
々
と
出
て
き

て
競
争
が
激
し
い
サ
ー
フ
ィ
ン
で

す
が
、「
プ
ロ
選
手
と
し
て
結
果

を
残
す
こ
と
は
当
然
」
と
きっ
ぱ

り
と
語
って
く
れ
ま
し
た
。

地
元
への
思
い
を
「
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
応
援
し
て
も
ら
って

い
る
の
で
、
私
が
活
躍
す
る
こ
と

に
よって
長
野
県
や
諏
訪
地
域
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

国
内
外
を
転
戦
し
て
地
元
に

帰
って
く
る
と
「
空
気
が
爽
や
か

で
美
味
し
い
」
と
実
感
す
る
と

笑
顔
で
語
る
北
沢
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
長
野
県
の
美
味
し
い
空

気
を
た
く
さ
ん
吸
って
、
美
し
い

サ
ー
フ
ィ
ン
で
観
客
を
魅
了
し
続

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

頑
張
れ
！

北
沢
選
手
！

連載

挑
戦
す
る
信
州
人

平
成
18
年
７
月
の
豪
雨
災
害

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岡
谷

市
花
岡
区
。「
二
度
と
災
害
を

起
こ
さ
せ
な
い
」
と
の
思
い
を
胸

に
、
地
域
住
民
の
有
志
で
里
山

づ
く
り
に
取
り
組
む
『
西
山
里

山
の
会
』。
里
山
を
持
つ
他
の
地

域
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
そ
の
活

動
に
つ
い
て
、
会
長
の
小お
ぐ
ち
ひ
ろ
あ
き

口
瀇
明

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

山
が
悲
鳴
を
上
げ
た

災
害
に
よ
り
流
木
と
なって
押

し
寄
せ
た
大
量
の
カ
ラ
マ
ツ
を
目

の
当
た
り
に
し
、「
いっ
た
い
何
が

起
き
た
の
か
？
」
と
、
ほ
と
ん
ど

の
区
民
は
呆ぼ
う

然ぜ
ん

と
す
る
ば
か
り

だっ
た
、
と
当
時
の
様
子
を
振
り

返
り
ま
す
。

災
害
が
起
こ
る
前
の
西
山
は
、

手
入
れ
が
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
細
い
カ
ラ
マ
ツ
が

密
集
し
た
状
態
。
光
が
入
ら
ず
、

下
草
や
木
の
根
が
育
た
な
い
こ
と

で
、
健
康
な
森
林
が
持
つ
保
水

力
が
失
わ
れ
、
大
雨
で
い
と
も
た

や
す
く
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
山
も
生
き
て
い
る
。
な
の
に

人
が
手
入
れ
を
怠
り
、
そ
の
ツ
ケ

が
回
って
き
た
」。
そ
う
感
じ
た

小
口
さ
ん
は
、
区
民
の
意
識
を
山

に
向
け
、
地
域
で
山
を
守
ら
な
く

て
は
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

地
域
を
ま
と
め
る

花
岡
区
の
個
人
有
林
の
大
半

は
、一人
当
た
り
の
所
有
面
積
が

小
さ
く
、
個
人
で
の
森
林
整
備

は
手
間
や
資
金
が
掛
か
る
こ
と
か

ら
、
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
区
が
個
人
有
林

の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
間
伐

な
ど
の
森
林
整
備
推
進
の
た
め

の
事
業
承
諾
の
取
得
を
進
め
る

こ
と
で
、
行
政
と
所
有
者
と
の

橋
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
円
滑
な
事
業
の
進し
ん

捗ち
ょ
くや

、
所
有
者
に
森
林
を
所
有

し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
を

改
め
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
住
民
や
子
ど

も
た
ち
な
ど
に
よ
る
植
樹
行
事

を
継
続
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
、

植
樹
後
も
自
分
で
植
え
た
苗
木

の
保
育
の
た
め
に
再
び
山
に
入
る

人
も
い
る
な
ど
、
地
域
住
民
の

山
への
関
心
が
高
まって
いっ
た
の

で
す
。

将
来
へ
受
け
継
ぐ
た
め
に

区
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

活
動
の
継
続
、
強
化
を
目
的
に
、

平
成
24
年
１
月
に
『
西
山
里
山

の
会
』
を
設
立
し
ま
し
た
。

会
は
、
区
の
中
か
ら
山
に
精

通
し
た
人
や
山
に
関
心
の
あ
る

人
が
参
加
し
、
40
代
か
ら
80
代

の
52
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
の
活
動
は
、
山
の
微
妙
な

変
化
を
察
知
し
、
大
事
に
至
る

前
に
行
政
へ
情
報
を
伝
え
る
『
山

地
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
』
や
『
植
樹

地
の
草
刈
り
』、『
森
林
で
の
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
』、『
地
元
中
学
生
へ

の
森
林
学
習
会
』
な
ど
。

ま
た
、
区
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
か
ら
の
支
援
や
森
林
づ
く

り
県
民
税
を
活
用
し
、
間
伐
も

進
め
て
い
ま
す
。

災
害
前
は
暗
く
、
立
ち
入
り

づ
ら
かっ
た
西
山
も
、間
伐
に
よっ

て
、
光
が
入
り
、
明
る
く
気
持

ち
の
良
い
山
と
な
り
、
会
の
目

指
す
『
人
が
集
ま
れ
る
里
山
』

に
な
り
つつ
あ
り
ま
す
。

取
り
組
み
を
全
県
へ

「
い
ろ
い
ろ
な
方
に
協
力
い
た

だ
き
、
山
で
作
業
を
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
作
業
が
終
わっ
た
後
は

皆
さ
ん
良
い
表
情
を
し
て
い
ま
す
。

山
に
は
地
域
を
一つ
に
す
る
力
が

あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
小

口
さ
ん
の
言
葉
か
ら
は
、
里
山

を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
が
、
森

林
県
で
あ
る
長
野
県
に
とって
、

大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
は

と
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る

東
京
五
輪
。
そ
の
東
京
五
輪
か

ら
新
た
に
採
用
さ
れ
る
競
技
の
ひ

と
つ
に
サ
ー
フ
ィ
ン
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
富
士
見
町
在
住
の
北
沢
麗
奈

さ
ん
は
日
本
人
初
の
ア
ジ
ア
年

間
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
タ
イ
ト
ル
を

獲
る
な
ど
、
東
京
五
輪
出
場
を

目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
信
州
育
ち
の
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー

も
と
も
と
泳
ぐ
こ
と
が
苦
手

で
海
に
行
って
も
砂
浜
で
読
書
し

て
い
た
と
い
う
北
沢
さ
ん
。
両
親

が
サ
ー
フ
ィン
好
き
だった
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
中
学
１
年
生
の

時
に
サ
ー
フ
ィン
を
始
め
ま
し
た
。

当
初
は
あ
ま
り
真
剣
で
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
両
親
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
試
合
に
出
場
す
る
と
、
同
年

植樹地の草刈り

連載

地
域
の
輝
く
活
動

プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー 

北き

た

沢ざ

わ 

麗り

奈な

さ
ん

代
の
人
た
ち
が
真
面
目
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
に
刺
激
を
受
け
、

本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
なっ

た
と
語
って
く
れ
ま
し
た
。

海
の
な
い
長
野
県
出
身
者
が

サ
ー
フ
ィ
ン
で
プ
ロ
を
目
指
す
こ

と
に
つ
い
て
、「
プ
ロ
に
な
ん
て
な

れ
る
わ
け
が
な
い
」
と
言
わ
れ
、

く
じ
け
そ
う
に
なった
こ
と
も
あっ

た
そ
う
で
す
が
、
夢
を
あ
き
ら
め

ず
に
や
り
続
け
て
、
つ
い
に
高
校

３
年
生
の
時
に
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー

に
な
っ
た
北
沢
さ
ん
。「
あ
き
ら

め
な
い
で
や
る
こ
と
が
大
事
」
と

強
い
意
志
を
感
じ
さ
せ
る
表
情
で

メッ
セ
ー
ジ
を
く
れ
ま
し
た
。

　
自
然
と
の
闘
い

「
サ
ー
フ
ィ
ン
は
波
と
い
う
自

然
を
相
手
に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
。
同

じ
条
件
が
２
度
と
な
い
と
こ
ろ
が

魅
力
」と
北
沢
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

し
か
し
試
合
で
は
、
良
い
波
だ
と

思
って
も
自
分
の
順
番
の
直
前
で

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
と
り
あ

え
ず
こ
の
波
に
乗
って
お
こ
う
と

思
っ
た
波
が
一
番
良
い
波
だ
っ
た

り
と
、
自
然
を
相
手
に
す
る
こ

と
の
面
白
さ
と
難
し
さ
を
実
感

す
る
と
の
こ
と
。
乗
っ
た
波
に
対

し
て
ベス
ト
を
尽
く
す
こ
と
を
常

に
心
掛
け
て
試
合
に
臨
ん
で
い
る

と
い
い
ま
す
。

　
地
元
へ
の
思
い

サ
ー
フ
ィ
ン
が
東
京
五
輪
の
正

Profile　プロフィール

北沢 麗奈さん（24歳）
・株式会社ピーエム オフィス エー所属
・諏訪市出身富士見町在住

小さな身体でボードをコントロールした
美しいサーフィンが持ち味

北
沢
麗
奈
さ
ん
の

詳
し
い
情
報
は

こ
ち
ら
か
ら
→

み
ん
な
で
守
り
、育
て
る
里
山
西に

し

山や
ま

里さ
と

山や
ま

の
会

［
岡
谷
市
］

※西山：花岡区の西に位置す
る赤石山脈の北端。地域で
西山と呼ばれている。

問 西山里山の会　☎0266-24-0780

岡谷市

下諏訪町

諏訪市

諏訪湖
西山
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お知らせの森

県
内
の
高
速
道
路
が
定
額
で
乗
り
放

題
に
な
り
ま
す
。ご
利
用
は
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
開
催
期
間
：
11
月
26
日
ま
で

　
　
（
８
月
10
日
か
ら
20
日
を
除
く
）

◆
申
込
：
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
ド
ラ
ぷ
ら
」内
に
あ
る

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
周
遊
割
引【
ド
ラ
割
】」か
ら

問
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本

☎
０
５
７
０

-

０
２
４

-

０
２
４

ま
た
は
０
３

-

５
３
３
８

-

７
５
２
４

県
外
の
大
学
な
ど
に
在
籍
し
、県
外
に

住
む
学
生
が
、県
内
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
す
る
際
の
交
通
費
や
宿
泊
費
の
一

部
を
受
入
企
業
を
通
し
て
助
成
し
ま
す
。

上
限
額
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
日
数

や
受
入
企
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
労
働
雇
用
課

☎
０
２
６

-

２
３
５

-

７
２
０
１

８
月
限
定
で
、信
州
ま
つ
も
と
空
港

と
大
阪
国
際
空
港（
伊い

丹た
み

空
港
）、札

幌
丘お

か

珠だ
ま

空
港
を
結
ぶ
便
が
運
航
さ
れ

ま
す
。早
期
予
約
割
引
も
あ
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
大
阪（
伊
丹
）便
】

◆
運
航
期
間
：
８
月
１
日
～
８
月
31
日

◆
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
信
州
ま
つ
も
と
→
大
阪（
伊
丹
）

　

10
時
10
分　

11
時
00
分

　
大
阪（
伊
丹
）→
信
州
ま
つ
も
と

　

８
時
40
分　

９
時
30
分

◆
ご
予
約
：
日
本
航
空
株
式
会
社

☎
０
５
７
０

-

０
２
５

-

０
７
１

【
札
幌（
丘
珠
）便
】

◆
運
航
期
間
：
８
月
８
日
～
８
月
31
日

◆
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
信
州
ま
つ
も
と
→
札
幌（
丘
珠
）

　

13
時
40
分　

15
時
10
分

　
札
幌（
丘
珠
）→
信
州
ま
つ
も
と

　

11
時
35
分　

13
時
10
分

◆
ご
予
約
：
株
式
会
社
フ
ジ
ド
リ
ー

ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

☎
０
５
７
０

-

５
５

-

０
４
８
９

科
学
実
験・体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、

環
境
や
衛
生
の
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
楽
し
く
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、親
子
環
境
講

座
は
、事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
場
所
：
環
境
保
全
研
究
所
安
茂
里

庁
舎
、飯
綱
庁
舎

◆
開
催
日
時
：
７
月
21
日（
土
）９
時

か
ら
16
時

問
環
境
保
全
研
究
所

☎
０
２
６

-

２
２
７

-

０
３
４
６

長
野
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
千
曲

市
：
県
立
歴
史
館
内
）で
展
示
し
て
い

る
パ
ネ
ル
の
巡
回
展
を
開
催
し
ま
す
。

問
人
権・男
女
共
同
参
画
課

☎
０
２
６

-

２
３
５

-

７
１
０
６

千
曲
市
に
あ
る
県
立
歴
史
館
で
、「
河

童
」を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。縄
文
時
代
に
作
ら
れ
た

河
童
形
土
偶
や
信
濃
の
河
童
伝
説
に

ま
つ
わ
る
展
示
な
ど
。

◆
開
催
期
間
：
６
月
16
日
～
７
月
29
日

◆
観
覧
料
：
一
般
３
０
０
円
、大
学

生
１
５
０
円
、高
校
生
以
下
無
料

問
長
野
県
立
歴
史
館

☎
０
２
６

-

２
７
４

-

２
０
０
０

昨
年
開
催
し
た
信
州
Ｄ
Ｃ
の
ア
フ

タ
ー
企
画
と
し
て
、信
州
Ｄ
Ｃ
の

テ
ー
マ
で
あ
る「
癒
し
」「
ア
ウ
ト
ド

ア
」「
歴
史・文
化
」「
食
」の
４
部
門
に

つ
い
て
、夏
の
信
州
を
撮
影
し
た
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

運
営
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
▽

◆
募
集
期
間
：
７
月
１
日
～
８
月
20
日

問
信
州
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

☎
０
２
６

-

２
３
５

-

７
２
５
４

離
職
者
な
ど
が
仕
事
に
必
要
な
技
術

を
半
年
で
身
に
付
け
ら
れ
ま
す
。

◆
募
集
校
：
岡
谷
技
術
専
門
校（
Ｆ

Ａ
装
置
科
）、佐
久
技
術
専
門
校

（
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
コ
ー
ス
）、南

信
工
科
短
期
大
学
校（
機
械
科
）

◆
受
付
期
間
：
７
月
２
日
～
７
月
23
日

◆
選
考
日
：
８
月
２
日（
木
）

問・■申
各
技
術
専
門
校
等

問
人
材
育
成
課

☎
０
２
６

-

２
３
５

-

７
１
９
９

県
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
の
あ
る

方
が
表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

心
ザ
ワ
メ
ク
作
品
を
自
薦・他
薦
に

よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
公
募
期
間
：
７
月
13
日
ま
で

問
信
州
ザ
ワ
メ
キ
ア
ー
ト
展

　

２
０
１
８
実
行
委
員
会

☎
０
２
６

-

２
９
５

-

３
４
４
１

子
ど
も（
※
）医
療
費
の
医
療
機
関
窓
口

で
の
支
払
い
に
つ
い
て
、８
月
１
日

か
ら
変
更
が
あ
り
ま
す
。

◆
変
更
前
：
自
己
負
担
分
全
額
を
支

払
い
、後
日
一
定
額
を
控
除
し
た

金
額
が
給
付
さ
れ
る
。

◆
変
更
後
：
自
己
負
担
分
の
う
ち
の

一
定
額（
※
）の
み
を
支
払
う
。

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、必
ず
水

色
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。受
給
者
証
は
、７
月
末
ま

で
に
市
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
年
齢
や
支
払
う
一
定
額
は
市

町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問
詳
細
は
市
町
村
の
福
祉
医
療
担
当
へ

外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
く
て
も
援
助

が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、電
車

内
で
席
を
ゆ
ず
る
、困
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
等
、思
い
や

り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
障
が
い
者
支
援
課

☎
０
２
６

-

２
３
５

-

７
１
０
８

雨
が
多
く
降
る
こ
の
時
期
は
土
砂
災

害
発
生
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。雨

が
強
く
降
り
出
し
た
ら
、テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、「
避
難
勧

告
」が
発
表
さ
れ
た
ら
、速
や
か
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
長
野
県　
河
川
砂
防

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
は
、雨
量
情

報
や
土
砂
災
害
危
険
度

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

問
砂
防
課

☎
０
２
６

-

２
３
５

-

７
３
１
６

例
年
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、水
難

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

水
遊
び
や
魚
釣
り
は
、な
る
べ
く
複
数

で
出
掛
け
る
よ
う
に
し
て
、子
ど
も
か

ら
は
決
し
て
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、高
齢
者
が
歩
行
中
に
誤
っ
て
河

川
な
ど
に
転
落
す
る
事
故
も
発
生
し

て
い
る
た
め
、自
宅
近
く
の
危
険
な
場

所
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
河
川
課

☎
０
２
６

-
２
３
５

-

７
３
０
８

詳
し
い
内
容
は
こ
ち
ら
▽ 　  = お出かけ情報

　  = お知らせ
■問 = 問い合わせ先
■申 = 申し込み先

情報掲示板

こ
の
夏
、飛
行
機
で
大
阪
、札
幌
へ

２
０
１
８
信
州
め
ぐ
り
フ
リ
ー
パ
ス

旅
先
で
の
１
枚
！

「
世
界
級
リ
ゾ
ー
ト
へ
、よ
う
こ
そ
。

山
の
信
州
」フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

県
立
歴
史
館
夏
季
企
画
展

「
君
は
河か

っ
ぱ童
を
見
た
か
！
」

人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う

環
境
保
全
研
究
所

施
設
公
開・親
子
環
境
講
座

お
出
か
け
情
報

信
州
D
C

検
索

長
野
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

検
索

長
野
県
環
境
保
全
研
究
所

検
索

Ｊ
Ａ
Ｌ
　
国
内
線

検
索

Ｆ
Ｄ
Ａ

検
索

土
砂
災
害
に
備
え
よ
う

水
難
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

信
州
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

応
援
補
助
金

お
知
ら
せ

読者プレゼント
クイズとアンケートに答えて
「アルクマピンバッジ（くまモン ver.）」をゲット！

◦当選発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
◦応募の際の個人情報は紙面づくりの参考とプレゼントの発送にのみ使用します。
◦いただいたご意見への個別の回答はいたしません。

注
意
事
項

（有）BIGWAVE　☎026-283-7024商品の問い合わせ先

応
募
方
法

①郵便番号②住所③氏名④年齢⑤クイズの回答⑥アンケートの
回答をお書きの上、ハガキ、メール、ながの電子申請サービス
のいずれかでご応募ください。
宛先：〒380-8570（住所記載不要）長野県庁広報県民課あて
メール：koho@pref.nagano.lg.jp（件名は「プレゼントクイズ」）
締切：７月10日（消印有効）	 ながの電子申請サービスQRコード▲

ク
イ
ズ

ア
ン
ケ
ー
ト

１. 誌面の内容は分かりやすいですか　（ ア 分かりやすい　イ 分かりにくい ）
　※具体的にどこが分かりにくいですか。
２. 誌面のレイアウト、デザイン、配色、文字の大きさは読みやすいですか
　（ ア 読みやすい　イ読みにくい ）※具体的にどこが読みにくいですか。
3. 本誌に掲載してほしい記事はありますか。

「しあわせ信州創造プラン2.0～
〇〇と自治の力で拓く新時代～」

〇〇に当てはまる言葉を答えてね！

抽選で
10名様に
プレゼント
します!

秋号の答えは“17”市町でした （応募総数568通）

福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の

現
物
給
付
方
式
導
入
に
つ
い
て

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
　
ド
ラ
割

検
索

信
州
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
応
援
補
助
金

検
索

ヘルプマーク
※黒色部分は赤

色です。

場
所

ア
イ
シ
テ
ィ
21（
山
形
村
）

期
間

８
月
14
日
～
８
月
20
日

場
所

ベ
ル
シ
ャ
イ
ン
駒
ヶ
根

期
間

８
月
31
日
～
９
月
２
日

場
所

ア
リ
オ
上
田

期
間

10
月
19
日
～
10
月
22
日

障
が
い
者
の
芸
術
作
品
展

「
ザ
ワ
メ
キ
ア
ー
ト
展

２
０
１
８
」作
品
公
募

技
術
専
門
校
等 

短
期
課
程
募
集

問
松
本
空
港
利
活
用・国
際
化
推
進
室

☎
０
２
６

-

２
３
５

-

７
０
１
９

広報誌「ながのけん」の広告掲載に関する問い合わせは、販売代理店の株式会社ホープ（☎092-716-1401）まで。　※広告内容は県が推奨するものではありません。15 14



8月7日火 まつもと市民芸術館総合開会式 8月7日火 松本市街地パレード

平成30年

８月７日▶1
1日

県内17市町で

開催！！

第42回全国高等学校総合文化祭長野県実行委員会事務局
（長野県教育委員会事務局教学指導課 全国高等学校総合文化祭推進室内）
TEL.026-235-7440　FAX.026-235-7457　E-mail sobunsai@pref.nagano.lg.jp

お問い合わせ先
大会ホームページ

http://shinshu-soubunsai2018.jp/
2018信州総文祭 検索

入場無料
（一部事前申込みが必要です）

ぜひ、ご来場
ください！

大会マスコットキャラクター　信州なび助

全国高等学校総合文化祭は、「文化部のインターハイ」とも
呼ばれる国内最大規模の高校生の芸術文化の祭典。
今年の夏、全国から約２万人の高校生が長野県に集結し、
熱いパフォーマンスを繰り広げます。

開 催 部 門 開催市町 主 会 場 平成30年８月
7 火 8 水 9 木 10 金 11 土

演劇 上田市 サントミューゼ ● ● ●
合唱 長野市 ホクト文化ホール ●
吹奏楽 松本市 キッセイ文化ホール ● ●
器楽・管弦楽 長野市 ホクト文化ホール ● ●
日本音楽 塩尻市 レザンホール ● ●
吟詠剣詩舞 須坂市 メセナホール ●
郷土芸能 伊那市 長野県伊那文化会館 ● ● ●
マーチングバンド・バトントワリング 長野市 エムウェーブ ●

美術・工芸 上田市 サントミューゼ（講演会等） ●
サントミューゼ（全国展） ● ● ● ● ●

書道 松本市 まつもと市民芸術館（開会式等） ● ●
松本市美術館（全国展） ● ● ● ● ●

写真 安曇野市 豊科公民館（開会式・講演会） ●
豊科近代美術館・豊科交流学習センター（全国展） ● ● ● ● ●

長野市、松本市 他 （撮影会） ●
放送 岡谷市 カノラホール ● ●
囲碁 大町市 黒部観光ホテル ● ●
将棋 千曲市 ホテル圓山荘 ● ●
弁論 東御市 サンテラスホール ● ●
小倉百人一首かるた 長野市 ホワイトリング ● ● ●
新聞 長野市 若里市民文化ホール ● ● ● ● ●

文芸 佐久市 佐久平交流センター・佐久大学 ● ● ● ● ●
小諸市、佐久市 他 （文学研修） ●

自然科学 茅野市 公立諏訪東京理科大学（発表） ● ●
茅野市民館（閉会式） ●

諏訪市、茅野市 他 （巡検研修） ●
特別支援学校 松本市 松本大学 ● ● ●
ボランティア 駒ヶ根市 駒ヶ根総合文化センター・長野県看護大学 ● ● ●
軽音楽 長野市 長野市芸術館 ●
ダンス 木曽町 木曽文化公園文化ホール ● ●
産業（工業） 茅野市 公立諏訪東京理科大学 ● ●
産業（家庭） 下諏訪町 下諏訪総合文化センター ●

産業（農業） 長野市 ホクト文化ホール（タペストリーガーデン） ● ● ● ● ●
開催会場装飾（プランター飾花）

産業（商業） ICTを活用した2018信州総文祭発信プロジェクト
人形劇 飯田市 飯田女子高等学校 ●

 
 

協
賛
部
門
　
※

※本県独自に設定する部門
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